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第
九
条

法
第
十
二
条
第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
消
滅
し
た
法
人
が
行
っ
た
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る

返
金
措
置
、
同
項
の
認
定
の
申
請
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認

定
の
申
請
若
し
く
は
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
三
条
に
お
い
て
「
実
施

予
定
返
金
措
置
計
画
申
請
等
」
と
い
う
。）又
は
当
該
消
滅
し
た
法
人
が
受
け
た
法
第
十
条
第
一
項
の
認
定
、
同
条

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
、
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
の
認
定
（
同
条
第
六
項
の
規
定

に
よ
る
変
更
の
認
定
を
含
む
。）の
取
消
し
若
し
く
は
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
以
下
こ
の
条
及

び
第
十
三
条
に
お
い
て
「
実
施
予
定
返
金
措
置
計
画
認
定
等
」
と
い
う
。）は
、
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
合
併
後
存
続
し
、
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
が
し
た
と
み
な
さ
れ
る
課
徴
金
対
象
行
為
に
つ
い
て
、

当
該
合
併
後
存
続
し
、
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
が
行
っ
た
実
施
予
定
返
金
措
置
計
画
申
請
等
又

は
当
該
合
併
後
存
続
し
、
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
が
受
け
た
実
施
予
定
返
金
措
置
計
画
認
定
等

と
み
な
し
て
、
法
第
十
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
法
第
十
二
条
第
四
項
の
場
合
に
お
け
る
法
第
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の

規
定
の
適
用
）

第
十
条

法
第
十
二
条
第
四
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
消
滅
し
た
法
人
が
行
っ
た
課
徴
金
対
象
行
為
後
取
引
又
は

不
当
顧
客
誘
引
解
消
措
置
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
承
継
子
会
社
等（
以
下
単
に「
特

定
事
業
承
継
子
会
社
等
」
と
い
う
。）が
し
た
と
み
な
さ
れ
る
課
徴
金
対
象
行
為
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
事
業
承
継

子
会
社
等
が
行
っ
た
課
徴
金
対
象
行
為
後
取
引
又
は
不
当
顧
客
誘
引
解
消
措
置
と
み
な
し
て
、
法
第
八
条
第
二
項

の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
十
一
条

法
第
十
二
条
第
四
項
の
場
合
に
お
け
る
法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
項
に
定
め

る
も
の
を
除
き
、
同
条
第
三
項
中
「
当
該
表
示
を
し
た
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る

特
定
事
業
承
継
子
会
社
等
」
と
、「
当
該
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
承
継
子
会
社
等
（
当
該
特
定
事

業
承
継
子
会
社
等
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
事
業
承
継
子
会
社
等
の
い
ず
れ
も
）」と
す
る
。

２

法
第
十
二
条
第
四
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
消
滅
し
た
法
人
が
法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
資
料
の
提

出
の
求
め
を
受
け
た
と
き
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
事
業
者
」と
あ
る
の
は
、

「
当
該
事
業
者
又
は
第
十
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
承
継
子
会
社
等
（
当
該
特
定
事
業
承
継
子
会
社
等

が
二
以
上
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
事
業
承
継
子
会
社
等
の
い
ず
れ
も
）
の
い
ず
れ
も
」
と
す
る
。

第
十
二
条

法
第
十
二
条
第
四
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
消
滅
し
た
法
人
が
行
っ
た
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
報

告
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
事
業
承
継
子
会
社
等
が
し
た
と
み
な
さ
れ
る
課
徴
金
対
象
行
為
に
該
当
す
る
事

実
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
事
業
承
継
子
会
社
等
が
行
っ
た
同
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
と
み
な
し
て
、
同
条
の
規
定

を
適
用
す
る
。

第
十
三
条

法
第
十
二
条
第
四
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
消
滅
し
た
法
人
が
行
っ
た
実
施
予
定
返
金
措
置
計
画
申

請
等
又
は
当
該
消
滅
し
た
法
人
が
受
け
た
実
施
予
定
返
金
措
置
計
画
認
定
等
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
事
業

承
継
子
会
社
等
が
し
た
と
み
な
さ
れ
る
課
徴
金
対
象
行
為
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
事
業
承
継
子
会
社
等
が
行
っ
た

実
施
予
定
返
金
措
置
計
画
申
請
等
又
は
当
該
特
定
事
業
承
継
子
会
社
等
が
受
け
た
実
施
予
定
返
金
措
置
計
画
認
定

等
と
み
な
し
て
、
法
第
十
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
国
の
債
権
の
管
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
の
債
権
の
管
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
納
付
を
命
じ
た
課
徴
金
及
び
同
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
延
滞
金

（
消
費
者
安
全
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

消
費
者
安
全
法
施
行
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
六
号
中
「
第
三
条
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
る
。

（
金
融
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

金
融
庁
組
織
令
（
平
成
十
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月

一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
四
百
二
十
四
号

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
勤
労
青
少
年
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
二
号
）
の
一
部
の
施
行

に
伴
い
、
並
び
に
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
九
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
削
り
、
第
三
条
中
「
別
表
第
二
に
掲
げ
る
」
を
「
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条

と
し
、
第
四
条
を
第
三
条
と
し
、
第
五
条
を
第
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
の
手
数
料
）

第
五
条

法
第
三
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
登
録
試
験
機
関
が
行
う
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
登
録
試
験
機
関
に
手
数
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
手
数
料
の
額
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
実
技
試
験
に
あ
つ
て
は
二
万
九
千
九

百
円
を
、
学
科
試
験
に
あ
つ
て
は
八
千
九
百
円
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
手
数
料
は
、
こ
れ
を
納
付
し
た
後
に
お
い
て
は
、
返
還
し
な
い
。

第
六
条
第
一
項
中
「
同
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
金
額
」
を
「
額
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条

と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
登
録
等
の
手
数
料
）

第
六
条

法
第
三
十
条
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
登
録
機
関
が
行
う
登
録
又
は
法
第
三
十
条
の
二
十
の

登
録
証
の
再
交
付
若
し
く
は
訂
正
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
指
定
登
録
機
関
に
手
数
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

前
項
の
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

八
千
円

二

法
第
三
十
条
の
二
十
の
登
録
証
の
再
交
付
又
は
訂
正
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

二
千
円

３

第
一
項
の
手
数
料
は
、
こ
れ
を
納
付
し
た
後
に
お
い
て
は
、
返
還
し
な
い
。

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
削
る
。
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